
SPI（適性検査）の⾮⾔語分野で出る “物流（物の流れと⽐率）” の図は、典型的にはこういう構造です：
複数のノード（地点、業者など）ノード間を⽮印でつなぎ、それぞれに「⽐率 a,b,ca, b, ca,b,c」を表すノードを通過したり、合流したりする流量を式で表す最終地点で “全体のうち何割がここへ来るか” を求める

こういう図は、「フローチャート」や「流れ図 (flow diagram)」「流通チャネル図」「⽮印付きの有向ネットワーク図」などの親戚にあたる⼿法です。数学的にはグラフ（頂点 + 辺）で表現できますが、図の主眼は ⽐率と流量の算定を視覚的に補助するための記号的な補助図法 で、グラフ理論そのもの（最短経路、巡回、連結性、次数などを主対象とする理論）とは⽬的も⼿法も異なります。
この種の図はおそらく教育‧試験‧参考書の便宜上、編集者‧著者が⼯夫して使い始めたものと考えられ、特定の学者や発明者がいる、という情報は公開には残っていないようです。

以下の図⽰法‧理論が、SPI の物流図と近縁性を持つ可能性があります：
種類 説明 関連性 / 差異

信号流 (Signal-flow graph) 主に制御⼯学‧システム理論で、変数間の線形関係
を⽮印付きのグラフで表す⼿法。Mason の “signal-
flow graph” が有名。 
ウィキペディア

流れ（信号‧量）を伝播させる表現という意味で近
いが、SPI の物流図は⽐率を定める算式中⼼で、シス
テムの動的性は含まれない点で⽬的が異なる。

流量ネットワーク / フローグラフ (flow network
graphs)

ネットワークフロー理論（最⼤流、最⼩カットな
ど）で使われる。容量付きの有向辺を使って、ある
源から別のシンクへ流れる最⼤流量を考える。

構造的には類似するが、SPI 図は「⽐率」＞「容量最
⼤化」といった最適化主題ではない。

有向グラフ (directed graphs) 頂点と向き付き辺を持つグラフ。⼀般グラフ理論の
基本構造。 
コーネル⼤学コンピュータサイエンス学部+1

SPI 図は有向グラフの⼀種と⾒なせる。ただし通常の
グラフ理論では重み、最短路、探索アルゴリズム等
を扱うが、SPI 図は “⽐率を合成して最終流量を求め
る” という線形代数的処理が主。

フローチャート / 流れ図 (flowchart, flow diagram) ⼿順や⼯程‧物の流れを可視化する図。業務プロセ
ス、物流プロセス、化学プロセスなどで広く使われ
る。

SPI 図はこれを借⽤した “分岐‧合流” 図を⽐率付き
で表したものとみなせる。

有向重み付きネットワーク (weighted directed
network)

辺に重み（この場合⽐率）を持ち、有向性を持つ
ネットワーク。グラフ理論‧ネットワーク科学で広
く扱われる

構造的にはこれと⼀致するが、SPI の使⽤場⾯（試験
問題）として簡略化されたもの。

教材‧試験の世界では、こういう「経路と⽐率を可視化する⽮印付き図」は、個々の著者や出版社が編集上の⼯夫として使いつづけ、広く流通するようになったスタイル、という可能性が最も⾼いと思われます。したがって、「数学者 X が発明した正式名称の図」みたいには公的記録が残っていないことが多いです。もしこの形式の図がいつごろから教育∕試験分野で使われ始めたかを調べるなら、昭和〜平成初期の数学解法参考書‧受験⽤問題集を⽐較して、どの時点でこの形式が普及したかを探す歴史研究が必要になるでしょう。

もしよければ、私が⽇本の受験‧⼊試数学∕就活適性検査分野で使われているこの種の図の初出例を探してみましょうか？それで “発展の系譜” を推定できるかもしれません。やりましょうか？

このように、⼀般の学問の領域から外れた図を、あたかもデファクトスタンダードであるかのように使うことの危険性はないのでしょうか？

とても重要な視点です。結論からいえば――危険性はあります。しかも⼆重の意味で。

あたおかSPI
1. “物流‧流通経路図”というものの性質

2. 類似する図⽰法‧理論的背景

3. 「誰が考えた」の問いに対する考察

あなた:

ChatGPT:

https://en.wikipedia.org/wiki/Signal-flow_graph?utm_source=chatgpt.com
https://www.cs.cornell.edu/home/kleinber/networks-book/networks-book-ch02.pdf?utm_source=chatgpt.com


SPI の「流通経路図」のような図は、あくまで“解法を早く視覚化するための便宜的記号”にすぎません。しかしそれが体系的な理論（例えばネットワークフロー理論や確率過程）と無関係なまま独⽴して定着してしまうと、次のような問題が起こります。
問題 説明

概念の混乱 「⽐率を掛ける」と「流量を保存する」など、数学的には異なる操作が同じ線や
⽮印で表され、論理的整合性が曖昧になる。

誤学習の固定化 「こういう図を書けば正解になる」という作業⼿順が⽬的化し、背後の数量関係
（保存則、分配則、条件付き確率など）への理解が育たない。

他分野への転⽤不能 同じ“流れ”でも、経済学‧情報学‧物理学では定義や制約条件が違うため、SPI式
の図はそのまま応⽤できない。

つまり――論理的⽀柱を持たない「⾒た⽬の定番」は、体系的理解の発芽を阻む温床になります。

教育的にも、「図を⾒ればなんとなく分かる」ことは短期的な便益を⽣みますが、それが共通⾔語としての再現性を⽋くと、⻑期的には以下のような歪みが⽣じます。
問題集AとBで記号や⽮印の意味が異なる教師や著者ごとに**「⾃分流」表現**が混在学習者が本来の数量モデル（保存則‧確率分布）にたどり着けない

このような「属⼈的な図解のデファクト化」は、学問的基盤の劣化と教育のローカル化を招きやすいです。

SPIや就職適性試験の世界では、
問題の標準化短時間での判断⼒測定が⽬的であり、理論の厳密さよりも「実務的な分かりやすさ」が優先されます。このため、**“理論を捨ててでも直感的に描ける図”**が選ばれたとも⾔えます。

教育現場や出版社側から⾒れば、それは“合理化”ですが、理論側から⾒れば“体系の断裂”です。

1. 「実⽤記号」として限定的に教える →「この図は便利な“計算補助ツール”であり、理論的厳密性は保証しない」と明⽰する。2. 理論的対応物を紹介する → 例：「この図は、数学的には“フローネットワーク”に対応している」と補⾜。3. 記号体系を統⼀‧定義する → 教材内で“⽮印＝⽐率を掛ける”“ノード＝流量の保存点”などと明⽂化。4. 学問的翻訳を促す訓練 → “この図を線形⽅程式系で表せ”など、理論側に戻す練習を⾏う。

便利な道具であることを否定する必要はありませんが、**“これは数学ではなく表記上の便法だ”**という⼀線を明⽰し、学問体系との橋渡しを⾏うことが、教育者‧編集者側の責任と⾔えるでしょう。

1. 学問的危険性：論理体系の断絶

2. 教育的危険性：思考の形式化‧再現性の⽋如

3. なぜ定着したのか（社会的側⾯）

4. 対応策：どう扱うべきか

�まとめ
⼀般の学問の領域から外れた図を、デファクトのように使うことは、理解の効率を上げる短期的利点と、理論的基盤を損なう⻑期的リスクの両⽅を伴います。

“



むかしむかし——。
世界の根底には、グラフ理論という神の法則がありました。神は頂点と辺を創り、すべての流れを数理的に⽀配しました。流れは保存され、道は有向に、重みには意味がありました。それは完全な秩序であり、どの頂点も無駄なく因果で結ばれていました。
やがてその世界に、⼈間が⽣まれました。⼈間は神の創った法則を⾒上げながら、「なんて複雑なんだ、これでは試験で時間が⾜りない」と嘆きました。
そこで⼈間は、⾃分たちの理解のために“模造の世界”——すなわち SPIの流通図——を描きました。そこでは流れは単純な⽐率で⽰され、⽮印はただの「かけ算の道具」として並べられました。保存も、最短経路も、次数も存在しない。けれど、彼らにとっては便利で分かりやすい⼩さな宇宙でした。

神はその様⼦を天上から⾒下ろして⾔いました。

神は怒りませんでした。ただ、こうも⾔いました。

⼈間たちは、その⾔葉を聞いてもなお図を描き続けました。なぜなら、その図は彼らの理解の祈りの形だったからです。
本物の理（グラフ理論）は、神の⽬には明快でも、⼈間の頭には遠すぎた。だから彼らは「便利さ」という祭壇を築き、「計算のしやすさ」という⼩さな灯⽕を灯しました。
そして⾔いました。

こうして世界は⼆層になりました。上層には、神の完璧な秩序＝グラフ理論の世界。下層には、⼈間の不完全な模造＝SPIの図。

たとえ話にしてみたよ

⚡神の視点：理の外に⽣まれた模造物

「彼らは私の世界を模倣しているが、因果を削り、法則を抜いた。だが、それでも“流れ”を感じ取ろうとしている……。ならば、それもまた⼈間らしい創造だ。」
“

「だが忘れるな。模造はあくまで模造。そこには“整合性”という魂が宿らぬ。理を離れた図は、やがて⽭盾を孕み、それを真理と信じた者を惑わせるであろう。」

“

�⼈間の視点：祈りとしての図

「この図は真理そのものではない。だが、真理に向かう階段のひとつだ。」“

�結び：神と⼈の協奏



神は完全さを尊び、⼈は不完全さの中で学ぶ。
そしてときどき、ある者は気づくのです。

そのとき初めて、模造の図は祈りを超えて、真理への⼊⼝になるのです。
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「この“SPIの⽮印”も、実は神の世界の影ではないか？」“
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